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１．渋谷区医師会 第 1 回 地域包括ケア学習会 

日 時：2019 年 5 月 24 日（金）  

場 所：渋谷区医師会 教室 

 

２．渋谷区医師会 在宅医療・介護連携の今年度の取り組みについて 

渋谷区医師会 

「在宅医療・介護連携だより」 
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１
．
渋
谷
区
医
師
会 

第
１
回 

地
域
包
括
ケ
ア
学
習
会 

『
精
神
疾
患
の
あ
る
高
齢

者
の
支
援
』
～
地
域
の
中
で

ど
の
よ
う
な
資
源
を
利
用

し
て
支
援
し
て
い
く
か
～ 

 

令
和
元
年
5
月
24
日
（
金
）
に
渋
谷

区
医
師
会
主
催
「
渋
谷
区
医
師
会 

地

域
包
括
ケ
ア
学
習
会
」
が
19
時
よ
り
渋

谷
区
医
師
会
教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
地
域
の
介
護
職
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
介
護
事
業
所
等
の
職
員
）

の
方
を
対
象
に
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

立
ち
上
げ
た
学
習
会
で
す
。
企
画
、
運

営
は
、
主
と
し
て
医
師
会
所
属
の
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
ひ
が
し
健
康
プ
ラ
ザ
、

大
向
）
、
在
宅
医
療
相
談
窓
口
、
ひ
が

し
健
康
プ
ラ
ザ
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
職
員
が
行
い
、
主
に
医
療
分
野
に
関

す
る
学
習
会
を
通
じ
て
、
医
療
的
知
識

の
向
上
、
な
ら
び
に
医
療
と
介
護
関
係

者
の
相
互
理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。 

第
1
回
は
「
精
神
疾
患
の
あ
る
高
齢

者
の
支
援
～
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
資

源
を
利
用
し
て
支
援
し
て
い
く
か
～
」

と
い
う
内
容
で
、
恵
比
寿
保
健
相
談
所

保
健
指
導
主
査
の
岡
本
千
草
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
事
例
検
討
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
学
習
内
容
も
踏
ま
え
、
職
種
を
限
定

せ
ず
幅
広
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
区

内
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
事
業
所
、

訪
問
、
通
所
介
護
事
業
所
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
な
ど
か
ら
総
勢
70

名
余
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

渋
谷
区
医
師
会
リ
ー
啓
子
副
会
長

（
現 

会
長
）
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
の
後
、

岡
本
氏
か
ら
事
例
の
説
明
が
あ
り
9

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
高
齢
者
夫
婦
に

よ
る
虐
待
事
例
に
関
し
て
、
①
ど
ん
な

理
由
で
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
②
ど
の

時
点
で
、
ど
う
い
う
理
由
に
よ
り
、
関

係
機
関
と
連
携
す
る
か
、
③
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
方
法
を
検
討
す
る

か
、
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
、
そ

の
後
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
を
行
い
ま

し
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
発
表
で
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
行
政
と
協
力
し

て
対
応
に
当
た
る
こ
と
、
緊
急
性
の
評

価
、
ご
夫
婦
別
々
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

分
離
の
必
要
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

     
開会の挨拶：リー啓子 副会長（現 会長） 

グループワークの様子 

検討結果（一例） 

発表の様子 
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そ
の
後
の
講
義
で
は
、
調
査
結
果
か

ら
み
る
高
齢
者
虐
待
の
実
態
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
た
だ
き
、
虐
待
対
応
の
留

意
点
、
当
日
の
事
例
に
対
す
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
地
域
資
源
と
し
て
の
保

健
所
事
業
に
関
し
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

高
齢
者
虐
待
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

相
談
・
通
報
件
数
、
虐
待
判
断
件
数
と

も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
虐
待
者
の
続

柄
に
つ
い
て
は
、
息
子
、
夫
、
娘
の
順

に
多
い
こ
と
、
虐
待
に
よ
る
死
亡
例
も

増
え
て
は
い
な
い
も
の
の
報
告
が
あ
る

こ
と
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

虐
待
対
応
の
留
意
点
と
し
て
は
、
虐

待
は
対
応
を
講
じ
な
い
と
死
に
至
る
こ

と
も
あ
り
、
組
織
対
応
が
原
則
で
あ
る

こ
と
、
情
報
伝
達
を
5
Ｗ
1
Ｈ
（
Who 

誰
が
、
When 

い
つ
、
Where 

ど
こ
で
、
What 

何

を
、
Why 

な
ぜ
、
How 

ど
の
よ
う
に
）
に

沿
っ
て
、
正
し
く
伝
え
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
こ
と
、
虐
待
者
も
被
害
者
の
様

相
を
示
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を

あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

精
神
保
健
に
係
る
保
健
所
事
業
と
し

て
は
、
①
保
健
師
に
よ
る
相
談
対
応 

②
専
門
医
に
よ
る
精
神
保
健
相
談
が
あ

る
こ
と
を
解
説
い
た
だ
き
、
精
神
科
入

院
の
形
態
と
し
て
、
（
ア
）
任
意
入
院
、

（
イ
）
医
療
保
護
入
院
、
（
ウ
）
応
急

入
院
、
（
エ
）
措
置
入
院
、
（
オ
）
緊

急
措
置
入
院
、
に
つ
い
て
講
義
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
９０
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
議
論
を
し
て
自
ら
考
え
、
そ
の
後
の

講
義
で
理
解
を
深
め
る
と
い
う
形
式
の

学
習
会
で
、
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評

で
し
た
。
ま
た
区
内
の
多
職
種
が
一
堂

に
集
ま
る
機
会
は
多
く
な
い
た
め
、
有

意
義
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
示
し
ま

し
た
が
、
今
後
の
学
習
会
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
「
地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予

防
の
推
進
」
の
区
内
で
の
取
り
組
み
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
医
療
介
護
連
携
、

認
知
症
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
、
成
年

後
見
人
制
度
に
つ
い
て
、
な
ど
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
意
見
を
参
考
に
、
医
師
会
で
は
引
き

続
き
、
本
学
習
会
を
年
2
回
ほ
ど
の
予

定
で
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
（
在
宅
医
療
部
担
当
理
事 

黄
川
田 

雅
之
） 

                   

                            

閉会の挨拶：井上荘太郎 会長（現 理事） 講師：恵比寿保健相談所保健指導主査 岡本氏のスライド 
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【図 1.2.13.23】 

（出典：厚生労働省＿平成 29 年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に基づく対応状況等に関する調査結果） 
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講師：恵比寿保健相談所保健指導主査 岡本氏のスライド 
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令和元年 「渋谷区医師会 地域包括ケア学習会」（5 月 24 日） 

アンケート集計結果 

                                                                      

n=59 （回収率 84 ％） 出席者＿70 名                                                                      

（関係者除く） 

 

 

■　参加者の業種内訳
count rate(%）

1 医師 6 8.6
2 地域包括支援センター 12 17.1
3 居宅介護支援 26 37.1
4 訪問看護 12 17.1
5 訪問リハビリテーション 3 4.3
6 訪問介護 7 10.0
7 通所介護 1 1.4
8 MSW 2 2.9
9 その他 1 1.4

合計 70 100.0  

 

 

1．回答者の業種内訳
count rate(%）

1 医師 5 8.5
2 地域包括支援センター 10 16.9
3 居宅介護支援 23 39.0
4 訪問看護 10 16.9
5 訪問リハビリテーション 1 1.7
6 訪問介護 6 10.2
7 通所介護 1 1.7
8 MSW 2 3.4
9 未回答 1 1.7

合計 59 100.0  

 

　2-1.　学習会のテーマについて
count rate(%）

1 大変良かった 32 54.2
2 良かった 23 39.0
3 普通 4 6.8
4 あまり良くなかった 0 0.0
5 良くなかった 0 0.0
6 未回答 0 0.0

合計 59 100.0

0.0 

0.0 

0.0 

6.8 

39.0 

54.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

未回答

あまり良くなかった

良くなかった

普通

良かった

大変良かった

2-1. 学習会のテーマについて

%
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　2-2.　講義内容について
count rate(%）

1 大変良かった 34 57.6
2 良かった 18 30.5
3 普通 5 8.5
4 あまり良くなかった 0 0.0
5 良くなかった 0 0.0
6 未回答 2 3.4

合計 59 100.0

0.0 

0.0 

3.4 

8.5 

30.5 

57.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

良くなかった

あまり良くなかった

未回答

普通

良かった

大変良かった

2-2. 講義内容について

%
 

 

 

 

 

 

 

　2-3.　開催時間（90分）について
count rate(%）

1 ちょうど良い 50 84.7
2 短い 8 13.6
3 長い 1 1.7
4 未回答 0 0.0

合計 59 100.0

0.0 

1.7 

13.6 

84.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

未回答

長い

短い

ちょうど良い

2-3. 開催時間（90分）について）

%  

 

 

 

 

　2-4.　開催時間帯（19時～）について
count rate(%）

1 ちょうど良い 44 74.6
2 早い 0 0.0
3 遅い 15 25.4
4 未回答 0 0.0

合計 59 100.0

0.0 

0.0 

25.4 

74.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

未回答

早い

遅い

ちょうど良い

2-4. 開催時間帯（19時～）について

%
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2
．
渋
谷
区
医
師
会 

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の 

今
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

渋
谷
区
医
師
会
で
は
、
毎
年
在
宅
医

療
と
介
護
の
連
携
の
た
め
の
様
々
な
研

修
会
を
企
画
し
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
予
定
し
て
い
る
研
修
会
は
、
①
多

職
種
研
修
会
、
②
病
院
内
で
の
理
解
促

進
研
修
、
③
第
2
回
地
域
包
括
ケ
ア
学

習
会
、
で
す
。 

①
の
多
職
種
研
修
会
は
渋
谷
区
の
委

託
を
受
け
て
行
う
研
修
会
で
す
が
、
昨

年
度
は
平
成
３１
年
2
月
5
日
に
医
師

会
教
室
で
、
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

の
課
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
区
内
の
医

療
介
護
関
係
者
８３
名
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

②
病
院
内
で
の
理
解
促
進
研
修
は
、

東
京
都
の
在
宅
療
養
研
修
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
新
た
に
行
っ
て

い
る
研
修
会
で
す
。
昨
年
度
は
3
月
12

日
に
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
で

120
余
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
開
催
し

ま
し
た
。
「
要
介
護
認
定
の
仕
組
み
と

介
護
認
定
審
査
会
に
お
け
る
判
定
方
法

に
つ
い
て
」
の
講
演
と
、
「
在
宅
医
療

の
困
難
事
例
に
多
職
種
で
支
え
合
う
に

は
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
渋
谷

区
医
師
会
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
だ

よ
り
」 

1
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
も
、
よ
り
充
実
し
た
テ
ー
マ

で
の
研
修
会
、
学
習
会
を
企
画
し
ま
す

の
で
、
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

（
在
宅
医
療
部
担
当
理
事 

 
黄
川
田 

雅
之
、
黒
堀 

ゆ
う
子
） 
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― 編集後記 ― 

 

盛夏の候、木々の葉が生い茂る季節となりました。 

渋谷区医師会では、今年度も引き続き在宅医療・介護連携推進のため、多職種の方々との

研修会を企画していきます。地域の関係職種の方々との顔のみえる関係づくりを目指してま

いりますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

また、渋谷区文化総合センター大和田にて「渋谷区在宅医療相談窓口」を開設しています。

介護・医療が必要になっても、住み慣れた自宅で安心して療養生活を続けられるように、看

護師・介護支援専門員・社会福祉士の専門職員が相談・支援を行なっています。介護・福祉

機関と医療機関との連絡・調整も行ないますので、お気軽にご相談ください。 

 

【渋谷区在宅医療相談窓口】 

Ｔ Ｅ Ｌ：３７７０－０５２７ 

受付時間：月～金曜日 ９時～１９時（休日：土・日・敬老の日を除く祝日・年末年始） 

所 在 地：渋谷区文化総合センター大和田１階 渋谷区桜丘町２３－２１ 
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